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上原ひろみ
１９７９年日本の静岡県浜松市に生まれた上原さんは、現在世界で有名なジャズピアニストとして知られています。米国など海外では「Hiromi」という名前で知られています。

経歴
五歳から上原さんはピアノを弾き始めました。若い時に上原さんはピアノの先生にジャズを紹介されました。１４歳の時、チェコフィルハーモニーオーケストラと一緒に演奏をしました。１７歳のころ、上原さんは偶然にチックコリアという有名なジャズ作曲家に出会い、コリアさんはひろみさんに一緒に演奏に参加しないかと誘いました。その後、上原さんは作曲家として働き始め、日産という会社や他の会社の民放の音楽をお作りになりました。

音楽教育
それから、米国のボストン市バクリー音楽大学に入学しました。大学を卒業する前に、TELARC音楽会社と契約を結び、そして２００３年にデビューし、世界で演奏し始めました。静岡県浜松市出身で、アメリカ合衆国に現在住んでいます。残念ながら、上原さんは結婚していらっしゃいます。

上原さんが受けたインスピレーション
上原さんが受けた音楽によるインスピレーションは様々です。特にOscar Petersonというカナダ人は上原さんにとって大きなインパクトを与え、ピターソンが2007に亡くなる前に、上原さんはピターソンのために、「I've Got Rhythm」 という曲を大々的に演奏しました。上原さんがその曲を弾いた際に、彼女の演奏はすごく早く上品だったので、ピターソンさんはとても気に入りました。

楽器
上原さんは普段コンサートグランドピアノを弾きます。時々、曲によって、電子ピアノも弾きます。いくつかの曲ではピアノと電子ピアノを両方使います。

「Hiromi」のスタイル
上原さんはジャズ作曲家と音楽家として、世界の音楽家にとてもよいインスピレーションを与えています。なぜならHiromiのスタイルは様々であると同時に、即興的な演奏することや、それに楽曲もすばらしくオリジナルなものがほとんどです。上原さんの音楽はすべてジャズじゃなくて、クラシックやロックやブルースやFunkも弾けます。
上原さんの演奏を聞いて感じたこと
私は上原さんの演奏をサンフランシスコ市のYoshi'sというジャズクラブに二回見に行ったことがあります。初めて行った時、ひろみさんは一人で「Place to Be」というアルバムの歌を演奏されて、すごく衝撃を覚えました。「BQE」という歌は非常に面白い歌だと思います。彼女の音楽を通して、彼女の性格、考え、感情などが分かります。ピアノを引きながら、感情を表現し、足を動かし、時々声で音を作っていたところが特に興味深かったです。二回目に見た時は、Hiromi の「Trio Project」を拝見しました。

二度目に行って感じたこと
今、Hiromiのバンドは三人で世界中でツアーをしています。今のプロジェクトは「The Trio Project」というものです。Anthony Jackson さんはベースギターを弾いて、Simon Philipsさん はドラムを叩いて、ヒロミさんはピアノを弾いています。この三人から作られる即興音楽は、非常に印象的です。Hiromiさんのバンドは、今の所二つのアルバムを作成しています。2011 年発売のアルバム「Voice」は私の一番好きなアルバムです。「Labyrinth」という曲は最高だと思います。この音楽の雰囲気はすごく奥深いです。

音楽と言語の関係
私は音楽と日本ごを勉強しているから、それらの類似点に気づきました。なぜなら音楽も日本語での会話もどちらも即興で行うからです。即興で何かをするのは難しいと気づきました。

そして、どちらも上達させるには多くの時間がかかります。音楽や言語を通して自分の感情を伝えることが出来ます。勉強し始めた時、音楽でも言語でも自分の考えや感情を伝えるのは難しいですが、もっと勉強したら、自分の考えや感情を上手に伝えられるようになります。

